
詞

予
定
で
あ
る
。

（
西
尾
市
民
病
院
）

昭
和
九
年
二
月
二
十
二
日
に
下
賜
さ
れ
た
恩
賜
金
七
十
五
万
円
を

当
初
の
基
金
と
し
て
、
同
年
三
月
十
三
日
に
発
足
し
た
恩
賜
財
団
愛

育
会
は
、
本
部
を
東
京
港
区
南
麻
布
に
お
い
て
機
関
誌
『
愛
育
』
の

発
行
配
布
な
ど
を
行
い
、
幼
稚
園
、
保
育
室
、
養
学
校
、
心
理
治
療

室
、
病
院
、
研
究
所
な
ど
を
各
地
に
設
け
、
近
代
的
な
医
療
の
普
及

発
展
に
大
き
く
貢
献
し
た
と
さ
れ
て
い
る
。

こ
れ
ら
愛
育
会
の
行
っ
た
諸
活
動
の
う
ち
、
も
っ
と
も
注
目
す
べ

き
は
、
〃
愛
育
村
″
活
動
で
あ
る
。
農
山
漁
村
な
ど
の
う
ち
か
ら
乳

幼
児
死
亡
率
の
高
い
村
々
を
全
国
に
お
い
て
抽
出
指
定
し
て
〃
愛
育

村
″
と
し
、
そ
の
村
を
中
核
と
し
た
地
域
に
出
産
お
よ
び
保
育
を
中

心
と
し
て
医
療
各
科
に
関
す
る
実
践
、
啓
蒙
、
普
及
な
ど
に
努
め
た

の
で
あ
る
。
明
治
以
来
の
地
方
の
近
代
化
、
と
く
に
医
療
面
に
お
け

る
近
代
化
の
上
に
果
し
た
功
績
は
、
相
当
な
と
こ
ろ
ま
で
評
価
さ
れ

愛
育
村
医
療
活
動
の
一
事
例

ｌ
神
奈
川
県
中
郡
高
部
屋
村
Ｉ

奥
富
敬
之
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る
の
で
あ
る
。

し
か
し
、
現
実
に
は
無
視
、
あ
る
い
は
軽
視
さ
れ
て
き
た
と
い
う

の
が
、
日
本
医
史
学
の
研
究
史
が
示
す
現
状
の
よ
う
で
あ
る
。
管
見

に
よ
れ
ば
、
そ
の
具
体
的
な
事
例
の
研
究
は
、
ま
だ
あ
ま
り
に
も
過

少
に
過
ぎ
る
と
思
わ
れ
る
。

そ
こ
で
、
神
奈
川
県
中
郡
高
部
屋
村
に
つ
い
て
、
こ
れ
が
〃
愛
育

村
″
に
指
定
さ
れ
た
経
緯
、
事
情
、
そ
の
活
動
の
情
況
と
問
題
点
、

以
降
へ
の
継
承
、
発
展
の
様
相
な
ど
に
つ
い
て
、
若
干
を
報
告
す
る

こ
と
に
し
た
。

な
お
、
先
年
発
表
し
た
拙
著
『
神
奈
川
県
伊
勢
原
市
域
医
療
史
概

観
』
に
お
い
て
も
、
そ
の
概
要
だ
け
は
記
し
て
お
い
た
。
し
か
し
、

一
種
の
通
史
的
性
格
の
も
の
だ
っ
た
だ
け
に
、
要
点
を
し
ぼ
っ
た
略

述
を
す
る
に
過
ぎ
な
か
っ
た
。
今
回
、
新
出
の
史
料
を
も
と
と
し
て

新
た
な
知
見
も
得
ら
れ
た
の
で
、
や
や
詳
述
で
き
る
も
の
と
思
う
。

な
お
、
昭
和
十
八
年
六
月
、
秩
父
宮
妃
の
視
察
に
備
え
て
作
製
さ

れ
た
大
部
の
報
告
書
に
よ
る
と
、
〃
愛
育
村
″
に
指
定
さ
れ
て
い
た

前
後
の
時
期
に
お
け
る
高
部
屋
村
の
情
況
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

本
村
〈
神
奈
川
県
ノ
略
々
中
央
、
大
山
々
麓
二
位
シ
、
広
表
東

西
約
二
粁
、
南
北
約
四
・
六
粁
。
面
積
約
十
五
平
方
粁
、
戸
数
六

四
五
戸
、
人
口
三
九
○
九
人
。
主
二
農
業
ヲ
営
ミ
、
水
田
約
九
○

町
歩
、
畑
三
七
○
町
歩
ヲ
耕
作
ス
ル
他
二
、
山
林
九
○
○
余
町
歩

ヲ
有
シ
、
米
、
麦
、
大
豆
、
蔬
菜
、
薪
炭
等
ヲ
生
産
シ
、
尚
、
煙

草
栽
培
、
乳
牛
飼
育
、
養
蚕
、
養
鶏
、
柿
栽
培
、
石
材
加
工
等
ノ

副
業
ヲ
ナ
シ
、
村
民
一
般
二
質
朴
ニ
シ
テ
、
全
村
一
家
ノ
村
風
ヲ

ナ
セ
ル
純
農
山
村
ナ
リ
。

高
部
屋
村
が
〃
愛
育
村
″
（
正
確
に
は
〃
母
子
愛
育
村
川
）
に
指
定

さ
れ
た
の
は
昭
和
十
一
年
七
月
八
日
、
順
番
で
は
全
国
で
十
番
目
で

あ
る
。
正
式
発
足
し
た
の
は
約
三
ヵ
月
後
の
同
年
十
一
月
十
日
、
直

後
に
活
動
が
始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
帳
面
づ
ら
で
は
こ
れ
よ
り

早
く
、
十
一
年
四
日
一
日
か
ら
事
業
開
始
だ
っ
た
こ
と
に
さ
れ
て
い

た
。

本
部
か
ら
の
助
成
期
間
は
満
三
ヵ
年
間
と
定
め
ら
れ
て
い
た
。
し

か
し
帳
面
づ
ら
の
計
算
に
従
い
、
十
四
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
、
母

子
愛
育
会
本
部
か
ら
の
助
成
は
打
ち
切
ら
れ
て
い
る
。
実
質
助
成
期

間
は
、
二
年
四
ヵ
月
で
あ
っ
た
。

（
日
本
医
科
大
学
）
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表1愛育村一覧

部
落

医
師
数

指定
年月日

産
婆
数

所在
県郡村

戸数
軒

乳児
死 亡 率

当
口

戸一
人

学業 人 口
数

(昭和）

青森上北

岩手紫 波

宮城刈 田

秋田平鹿

福島信 夫

浦野館

徳田

大鷹沢

増田

烏川

皿
″
″
″
〃

農山

農

農山

商農

農

３
８
３
９
５

３
２
０
４
８

０
３
８
１
７

１
６
３
４
３

１
１

０
６
６
７
１

５
０
２
５
１

４
２
６
１
４

７
？
？
？
■

７
４
２
８
つ
】

８
７
９
８
４

■
凸
■
■
■

６
６
６
５
６

４
８
４
９
７

３
５
０
４
２

２
２
３
７
１

２
１
１
１
．
１

１
１
４
７
－

１
１
１
４
１

" 5．29

."6．2

〃〃〃

〃〃6

〃7．8

12．8．14

〃〃2 0

〃〃2 2

13．1．31

〃6．15

ノノ9．23

ノノ12．14

14．7．21

〃〃〃

〃〃〃

〃ノノ〃

埼玉

石川

福井

千葉

神奈川

北海道

茨 城

山 梨

長崎

静 岡

三重

栃木

烏取

島根

富山

南埼玉

鹿島

足羽

安房

中

札幌

西茨城

中巨摩

南高来

小笠

度会

日勝

金丸

社

富崎

高部屋

篠路

束那珂

源

多比良

日坂

御薗

三鴨

倉田

岩坂

月岡

永楽

静岡小笠日

三 重度会御

栃木下都賀三

烏取岩見倉

島 根八束岩

富山上 新川月

群馬邑楽永
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健
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